
「入ってよかった」「続けてよかった」「誘ってよかった」「企業も地域もよくなった！」

㈲加藤美建
置き茶室

「日本の伝統を世界へ
茶道に新しいかたちを」
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新会員のご紹介（敬称略）　会員数�1105 名

氏名 社名・事業 所属支部 紹介者

大
おお

竹
たけ

　　直
なおし アズマのホームクリーニング函南町南箱根ダイヤランド店 伊　東 HPより

ハウスクリーニング

千
ち

葉
ば

　達
たつ

也
や 千羽コンサルティング 御殿場 支部増強チラシ

より経営コンサルタント

伊
い

藤
とう

　寿
とし

英
ひで 税理士法人セカンドオピニオン 静　岡 HPより

税理士業

清
し

水
みず

　有
あり

子
こ アリ・パートナーズ 静　岡 HPより

特定社会保険労務士

※新会員の写真はe.doyu「ユーザ名簿」に掲載します。e.doyuからのご確認をお願い致します。

1

同友会で経営者が変わる、社員が変わる、会社が変わる。同友会で経営者が変わる、社員が変わる、会社が変わる。

中小企業家同友会とは
静岡同友会は1974年に71名の経営者が呼びかけあい、設立されました。約1,100名の経営者が、「経営体質の強化」
「経営者の能力向上」「経営環境の改善」をめざし、活動しています。全国各地で開催される全国大会をはじめ、
県全体で行う定時総会・全県経営フォーラム、また、経営課題別の専門委員会、県下11支部での活動、行政や
関係諸団体との懇談、連携等、多岐に亘る活動をしています。

　　 同友会３つの目的 �

❶
同友会は､ ひろく会員の経験と知識を交流して企業の自主的
近代化と強じんな経営体質をつくることをめざします｡

よい会社をつくろう

❷
同友会は､ 中小企業が自主的な努力によって､ 相互に資質を
高め､ 知識を吸収し､ これからの経営者に要求される総合的
な能力を身につけることをめざします｡

よい経営者になろう

❸
同友会は､ 他の中小企業団体とも提携して､ 中小企業をとりま
く､ 社会・経済・政治的な環境を改善し､ 中小企業の経営を守
り安定させ､ 日本経済の自主的・平和的な繁栄をめざします｡

よい経営環境をつくろう

◆静岡同友会
　2025年ビジョン 「企業づくり・地域づくり・同友会づくり」

◆ 企 業 づ く り ◆
私たちは、関わる全ての人が「成長」と「幸せ」を実感できる企業をつくります

◆ 地 域 づ く り ◆
私たちは、中小企業と地域が手を取りあい、人々の幸せが見える地域をつくります

◆ 同友会づくり ◆

私たちは、企業と地域を守る経営者の矜
きょうじ

持と努力を結集し、
学び・気づき・ワクワク溢れる活動を通して県下1500名会員を実現します



㈲加藤美建
〒414-0001　伊東市宇佐美2120-2
TEL：0557-45-0195
URL：https://katoubiken.jp/
創業　1972年
設立　1997年
社員数　４名
入会年月　2023年11月
事業内容　�木造在来建築、茶室・数奇屋建

築、社寺建築

日
本
の
伝
統
的
な
技
術
に
新
た
な�

息
吹
を
吹
き
込
む

　

愛
知
県
生
ま
れ
、
伊
東
市
育
ち
の

加
藤
幸
大
氏
は
、
数
寄
屋
建
築
を
専

門
と
す
る
㈲
加
藤
美
建
の
代
表
で
す
。

現
在
で
は
希
少
と
な
っ
た
数
寄
屋
建

築
の
技
術
を
守
り
な
が
ら
、
現
代
の

ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
革
新
的
な
商
品

を
提
供
し
て
い
ま
す
。
加
藤
氏
は
昨

年
、
創
業
者
で
あ
る
父
か
ら
事
業
を

継
承
し
、
日
本
の
伝
統
的
な
技
術
に

新
た
な
息
吹
を
吹
き
込
む
役
割
を

担
っ
て
い
ま
す
。
加
藤
美
建
は
先
代

社
長
が
「
技
術
に
絶
対
的
な
自
信
が

あ
る
」
と
話
す
通
り
、
そ
の
確
固
た

る
技
術
力
に
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

特
に
注
目
す
べ
き
は
、
茶
道
の
空
間

演
出
を
手
が
け
る
「
置
き
茶
室
」
と

「
和
立
礼
」
の
開
発
で
す
。

ど
こ
で
も
組
み
立
て
可
能
な�

「
置
き
茶
室
」

　
「
置
き
茶
室
」
は
２
０
０
３
年
に

考
案
さ
れ
た
独
自
商
品
で
、
運
搬
や

組
立
の
難
易
度
を
極
限
ま
で
減
ら
す

事
で
ど
こ
で
も
茶
道
の
空
間
を
創
出

で
き
る
画
期
的
な
製
品
と
な
り
ま
し

た
。
プ
ロ
の
茶
道
家
か
ら
海
外
で
の

使
用
オ
フ
ァ
ー
を
受
け
た
り
、
ロ
シ

ア
・
イ
タ
リ
ア
・
ブ
ル
ネ
イ
等
の
諸

外
国
か
ら
も
発
注
さ
れ
る
な
ど
、
国

内
外
で
高
い
評
価
を
受
け
て
い
る
そ

う
で
す
。

椅
子
に
座
っ
て
茶
道
を
楽
し
め
る

「
和
立
礼
」

　

ま
た
「
和
立
礼
」
は
、
椅
子
に

座
っ
て
畳
の
上
で
茶
道
を
楽
し
む
新

し
い
デ
ザ
イ
ン
で
考
案
さ
れ
た
製
品

で
す
。
こ
れ
は
膝
の
不
自
由
な
方
や
、

正
座
が
難
し
い
方
も
茶
道
を
楽
し
め

る
よ
う
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
た
も
の
で
あ

り
、
伝
統
的
な
茶
道
を
座
椅
子
で
行

う
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
高
齢
者
や

体
の
不
自
由
な
方
々
に
も
好
評
を
得

て
い
ま
す
。

　

従
来
で
あ
れ
ば
茶
道
を
楽
し
む
環

境
は
限
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
な
ど
の
茶
道

体
験
イ
ベ
ン
ト
の
ほ
か
、
自
然
豊
か

な
公
園
、
美
し
い
砂
浜
な
ど
日
本
の

文
化
が
映
え
る
新
し
い
環
境
で
よ
り

多
く
の
人
々
が
茶
道
を
体
験
で
き
る

よ
う
に
な
り
、
和
の
文
化
の
普
及
に

貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

和
の
文
化
を
世
界
中
に
伝
え
た
い

　

未
曾
有
の
少
子
高
齢
化
社
会
を
迎

え
る
日
本
に
お
い
て
は
和
の
文
化
を

重
要
視
す
る
若
者
は
減
少
傾
向
に
あ

り
、
事
業
継
承
し
て
か
ら
の
加
藤
氏

は
、
会
社
を
ど
う
変
化
さ
せ
て
い
く

か
と
い
う
大
き
な
課
題
に
直
面
し
て

い
ま
す
。
し
か
し
新
た
な
製
品
を
生

み
出
し
続
け
て
い
る
加
藤
氏
は
、
伝

統
を
守
り
つ
つ
も
革
新
を
忘
れ
な
い

姿
勢
を
見
せ
て
い
ま
す
。
同
氏
の
ビ

ジ
ョ
ン
は
国
内
に
留
ま
ら
ず
、
高
い

技
術
で
生
み
出
さ
れ
た
和
の
文
化
を

世
界
に
広
め
る
こ
と
に
も
挑
戦
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。「
円
安
の
状
況

を
加
味
し
て
海
外
で
勝
負
で
き
る
」

と
の
考
え
か
ら
、
解
体
・
分
解
・
組

立
が
容
易
な
製
品
を
開
発
し
、
国
際

的
な
市
場
で
の
需
要
拡
大
も
視
野
に

入
れ
て
い
ま
す
。
和
の
文
化
を
世
界

中
に
伝
え
、
継
承
す
る
た
め
の
重
要

な
ス
テ
ッ
プ
だ
と
同
氏
は
語
り
ま
す
。

　

伊
東
市
宇
佐
美
に
根
差
し
、
世
界

に
目
を
向
け
る
加
藤
美
建
は
日
本
の

美
意
識
と
職
人
技
の
結
晶
で
す
。
こ

れ
か
ら
も
日
本
の
伝
統
を
如
何
に
し

て
形
に
し
、
世
界
に
発
信
し
て
い
く

の
か
、
そ
の
動
向
か
ら
目
が
離
せ
ま

せ
ん
。

取
材
・
記
事
：
渡
辺 

淳
司
氏

�

（
㈱
ウ
ェ
ッ
ク
ス
・
伊
東
支
部
）

海外のお客様が日本文化に触れる機会に　加藤氏（写真中央）

椅子に座って茶道を楽しめる和立礼

どこでも組立可能な置き茶室

2

㈲加藤美建（伊東支部）

代表取締役社長　加藤 幸大氏

日本の伝統を世界へ
茶道に新しいかたちを



第
51
回
県
定
時
総
会

２
０
２
４
年
度
ス
ロ
ー
ガ
ン

「
50
年
の
歩
み
を
生
か
し
、
変
化
の
先
へ
！
」

　

５
月
15
日
（
水
）、
グ
ラ
ン
シ
ッ
プ
静
岡
に
て

第
51
回
定
時
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
出
席
者

１
２
１
名
、
来
賓
に
渥
美
寿
之
氏
（
静
岡
県
経
済

産
業
部
商
工
業
局
長
）、
清
水
宏
一
氏
（
財
務
省

東
海
財
務
局
静
岡
財
務
事
務
所
長
）、
笹
正
光
氏

（
厚
生
労
働
省
静
岡
労
働
局
長
）、
山
本
義
彦
氏

（
静
岡
大
学
名
誉
教
授
・
静
岡
同
友
会
顧
問
）
を

お
招
き
し
ま
し
た
。

　

開
会
あ
い
さ
つ
で
は
遠
藤
一
秀
会
長
よ
り
「
実

体
経
済
と
し
て
は
新
た
な
資
本
主
義
の
下
、
失
わ

れ
た
30
年
と
い
わ
れ
る
デ
フ
レ
経
済
を
脱
却
す
る

チ
ャ
ン
ス
。
経
営
者
と
し
て
難
し
い
決
断
が
求
め

ら
れ
る
時
期
に
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
時
に
こ
そ
同

友
会
の
精
神
を
生
か
し
、
経
営
の
革
新
・
強
靭
化

に
む
け
て
進
ん
で
い
た
だ
き
た
い
」
と
話
し
、
続

い
て
来
賓
よ
り
祝
辞
を
頂
き
ま
し
た
。
総
会
審
議

は
、
第
１
号
議
案
か
ら
第
６
号
議
案
ま
で
す
べ
て

の
議
案
が
滞
り
な

く
承
認
さ
れ
、
４

名
の
新
理
事
を
含

む
35
名
の
県
理
事

が
就
任
し
ま
し
た
。

２
０
２
４
年
度
ス

ロ
ー
ガ
ン
は
「
50

年
の
歩
み
を
生
か

し
、
変
化
の
先

へ
！
」。
同
友
会

の
諸
先
輩
が
築
き
あ
げ
て
き
た
50
年
の
歴
史
と
想

い
を
胸
に
、
次
な
る
50
年
へ
の
歩
み
を
ス
タ
ー
ト

す
る
決
意
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
２
０
２
４
年

度
活
動
方
針
で
は
松
葉
代
表
理
事
か
ら
、
専
門
委

員
会
や
支
部
の
方
針
、
規
約
改
正
や
県
同
友
会
設

立
50
周
年
記
念
事
業
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
50
フ
ォ
ー
ラ
ム
等

に
も
触
れ
、「
同
友
会
の
未
来
を
築
く
１
年
と
な
る
。

『
変
化
の
先
』
を
共
通
認
識
と
し
、
企
業
づ
く
り
、

地
域
づ
く
り
、
同
友
会
づ
く
り
が
不
離
一
体
に
な

る
よ
う
、
同
友
会
の
学
び
を
企
業
経
営
に
活
か
す

年
に
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
」
と
参
加
会
員
に
呼
び

掛
け
ま
し
た
。

５
月
15
日（
水
）　
グ
ラ
ン
シ
ッ
プ
静
岡

仲
間
づ
く
り
功
労
者
表
彰
＆
ア
タ
ッ
ク
25
の
取
組
み
紹
介

新
し
い
仲
間
と
と
も
に
よ
り
充
実
し
た
活
動
へ�

２
０
２
４
年
度
は
１
３
０
０
名
会
勢
を
め
ざ
す

　

２
０
２
３
年
度
は
60
名
を
越
え
る
会
員
か
ら
ご

紹
介
を
い
た
だ
き
、
県
下
で
１
０
２
名
の
新
た
な

仲
間
を
迎
え
ま
し
た
。
総
会
当
日
は
宇
佐
美
副
代

表
理
事
進
行
の
も
と
、
３
名
以
上
の
入
会
に
繋
げ

た
８
名
の
方
を
檀
上
で
ご
紹
介
、
簑
代
表
理
事
よ

り
表
彰
を
行
い
ま
し
た
。
２
０
２
３
年
度
増
強

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
輝
い
た
の
は
４
度
目
の
受
賞
と

な
る
江
間
省
豪
氏
（
デ
ー
タ
マ
イ
ン
㈱
／
県
組
織

増
強
委
員
長
・
浜
松
支
部
）。
表
彰
後
に
は
登
壇

し
た
８
名
か
ら
参
加
者
へ
新
し
い
仲
間
と
楽
し
い

活
動
づ
く
り
に
繋
げ
て
い
く
仲
間
づ
く
り
へ
の
思

い
を
伝
え
ま
し
た
。
増
強
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
の
江
間

氏
か
ら
は
「
浜
松
支
部
を
さ
ら
に
活
性
化
す
る
た

め
に
新
し
い
仲
間
を
増
や
し
た
い
、
こ
こ
が
知
り

合
い
を
誘
う
出
発
点
に
あ
る
。
私
の
心
も
ち
は

『
経
営
を
学
ぶ
良
い
場
所
が
あ
る
か
ら
誘
う
、
最

終
的
に
入
る
か
ど
う
か
は
本
人
が
決
め
る
』
と
い

う
考
え
で
誘
っ
て
い
る
。
ま
ず
誘
い
、
同
友
会
を

知
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
肝
心
。
全
県
で
団
結
し
て

共
に
学
ぶ
仲
間
を
増
や
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
！
」

と
２
０
２
４
年
度
の
目
標
で
あ
る
１
３
０
０
名
会

勢
達
成
に
む
け
て
参
加
者
へ
呼
び
か
け
ま
し
た
。

ア
タ
ッ
ク
25
を
活
用
し
支
部
内
外
の
仲
間
と

交
流
を
深
め
よ
う
！

　

会
員
訪
問
を
通
し
て
交
流
を
深
め
る
こ
と
を
目

的
と
し
た
「
ア
タ
ッ
ク
25
」
に
つ
い
て
富
士
宮
支

部
の
取
組
み
を
紹
介
し
ま
し
た
。
ア
タ
ッ
ク
25
は

福
岡
同
友
会
の
取
組
み
を
学
び
、
静
岡
に
取
り
入

れ
た
も
の
で
す
。
進
行
を
務
め
た
穂
坂
富
士
宮
支

部
長
は
「
宇
佐
美
副
代
表
理
事
が
支
部
長
時
代
に

全
富
士
宮
支
部
会
員
を
訪
問
し
た
。
そ
れ
が
支
部

内
の
ア
タ
ッ
ク
25
に
取
り
組
む
風
土
に
繋
が
っ
て

い
る
。
会
員
同
士
の
交
流
は
支
部
の
活
性
化
に
大

い
に
効
果
が
あ
る
と
感
じ
て
い
る
」
と
伝
え
ま
し

た
。
そ
の
後
、
４
月
か
ら
の
１
ヶ
月
あ
ま
り
で
早

く
も
ア
タ
ッ
ク
25
を
達
成
し
た
磯
辺
嘉
将
氏
（
㈱

磯
辺
建
設
／
25
社
訪
問
）
と
小
野
寺
敦
嗣
氏
（
富

士
設
計
㈱
／
29
社
訪
問
）
よ
り
取
組
み
を
紹
介
。

磯
辺
氏
は
「
例
会
や
小
グ
ル
ー
プ
活
動
で
は
聞
け

な
い
よ
う
な
踏
み
込
ん
だ
話
ま
で
で
き
る
こ
と
が

魅
力
で
あ
り
、
自
身
の
成
長
に
繋
が
っ
て
い
る
」

と
魅
力
を
伝
え
ま
し
た
。
小
野
寺
氏
は
「
最
初
に

訪
問
し
た
先
輩
経
営
者
か
ら
の
話
を
き
っ
か
け
に

訪
問
を
続
け
て
い
る
。『
自
分
が
変
わ
れ
ば
会
社

が
変
わ
る
』
そ
れ
を
日
々
実
感
し
て
い
る
」
と
自

身
の
経
験
を
伝
え
ま
し
た
。

厚生労働省静岡労働局
笹局長

静岡県経済産業部
渥美商工業局長

遠藤会長あいさつ

仲間づくり功労者チャンピオンに輝いた江間氏
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パ
ネ
リ
ス
ト
：

勝
又 

悦
朗
氏

　

�

元 

㈱
青
島
文
化
教
材
社
／
県
同
友
会
顧
問

遠
藤 

一
秀
氏

　

�

遠
藤
科
学
㈱
／
県
同
友
会
会
長

井
上 

斉
氏

　

�

ワ
シ
ロ
ッ
ク
工
業
㈱
／
県
代
表
理
事

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
：

青
山 

達
弘
氏

　

㈱
青
山
建
材
工
業
／
県
副
代
表
理
事

同
友
会
と
の
出
会
い

　

草
創
期
の
代
表
理
事
を
務
め
た
勝
又
悦
朗
氏
は
、

戦
時
末
期
に
動
員
さ
れ
15
歳
か
ら
国
鉄
で
働
き
、

そ
の
後
、
木
工
職
人
を
し
て
い
た
親
戚
が
立
ち
上

げ
た
、
現
在
の
㈱
青
島
文
化
教
材
社
の
前
身
と
な

る
会
社
に
入
り
、
１
９
７
３
年
に
社
長
に
就
任
し

会
長
ま
で
務
め
ま
し
た
。
同
友
会
の
会
長
を
務
め

る
遠
藤
一
秀
氏
は
、
高
度
経
済
成
長
期
の
１
９
４

７
年
に
生
ま
れ
、
平
成
バ
ブ
ル
崩
壊
後
の
１
９
９

７
年
に
父
が
創
業
し
た
遠
藤
科
学
㈱
の
社
長
に
就

任
。
同
友
会
に
入
会
し
て
か
ら
は
休
眠
会
員
の
時

期
も
あ
っ
た
も
の
の
同
友
会
大
学
や
全
国
大
会
に

参
加
す
る
こ
と
で
同
友
会
の
面
白
さ
に
触
れ
積
極

的
に
参
加
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
現
在
、
県

同
友
会
の
代
表
理
事
を
務
め
る
井
上
斉
氏
は
、
１

９
９
２
年
27
歳
の
時
に
同
友
会
に
入
会
、
２
０
０

８
年
に
静
岡
支
部
と
清
水
支
部
が
合
併
し
た
際
に

は
、
初
代
静
岡
支
部
長
を
務
め
ま
し
た
。

同
友
会
運
動
の
進
展
と
事
務
局
体
制

　

遠
藤
氏
は
、
１
９
９
８
年
に
県
政
策
委
員
長
に

就
任
、
１
９
９
９
年
か
ら
は
景
気
動
向
調
査
を
ス

タ
ー
ト
。
ま
た
、
政
策
委
員
長
と
し
て
金
融
ア
セ

ス
メ
ン
ト
運
動
（
１
９
９
７
年
の
金
融
危
機
か
ら

始
ま
っ
た
金
融
機
関
の
貸
し
渋
り
、
貸
し
は
が
し

の
動
き
に
対
応
し
て
、
金
融
機
関
の
営
業
実
態
を

評
価
・
公
開
し
、
金
融
機
関
の
選
択
を
利
用
者
の

県
定
時
総
会　
記
念
企
画
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

�
静
岡
同
友
会
50
年
の
歴
史
と
繋
い
で
き
た
想
い

　
～
次
な
る
50
年
を
見
据
え
て
～

　

県
定
時
総
会
に
て
、
新
理
事
と
な
っ
た
４
名
が

語
っ
た
抱
負
を
ご
紹
介
し
ま
す
！

県
政
策
委
員
長

山
田 

尚
子
氏

�

（
㈱
サ
ン
ロ
フ
ト
）

　

政
策
委
員
会
で
は
今
年

度
も
景
況
調
査
を
実
施
し

ま
す
。
こ
の
調
査
は
年
２
回
実
施
し
て
お
り
、
皆

様
か
ら
の
貴
重
な
ご
意
見
を
政
策
提
言
に
反
映
し
、

業
界
や
地
域
社
会
の
改
善
に
繋
げ
て
い
ま
す
。
現

在
、
第
50
回
目
と
な
る
景
況
調
査
ア
ン
ケ
ー
ト
の

回
答
を
募
っ
て
い
ま
す
の
で
、
皆
様
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。
政
策
委
員
長
と
し
て
一
生
懸

命
努
め
て
参
り
ま
す
。

県
障
が
い
者
問
題
委
員
長

中
村 

俊
哉
氏

�

（
㈱
シ
ン
グ
ウ
技
研
）

　

現
在
、
障
が
い
者
を
と

り
ま
く
問
題
は
法
定
雇
用

率
の
引
き
上
げ
な
ど
様
々
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
障

が
い
者
雇
用
だ
け
で
な
く
、
就
労
困
難
者
、
さ
ら

に
広
く
言
え
ば
生
き
づ
ら
さ
を
抱
え
て
い
る
人
々

や
な
か
な
か
社
会
に
な
じ
め
な
い
人
も
多
い
時
代

だ
と
思
い
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
中
で
障
が
い
者
問

題
委
員
会
の
名
称
も
含
め
「
あ
り
方
」
を
考
え
て

い
く
大
事
な
一
年
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
人
を
生

か
す
経
営
の
源
流
と
言
わ
れ
る
障
が
い
者
問
題
委

員
会
の
活
動
に
つ
い
て
今
一
度
考
え
、
邁
進
し
て

参
り
ま
す
。

判
断
に
ゆ
だ
ね
る
仕
組
み
の
法
制
化
を
目
指
す
運

動
）
に
も
携
わ
り
県
内
で
１
万
を
超
え
る
署
名
を

集
め
ま
し
た
。

　

事
務
局
長
の
変
遷
か
ら
み
る
同
友
会
の
変
化
に

つ
い
て
３
名
の
パ
ネ
リ
ス
ト
は
、
同
友
会
の
体
制

づ
く
り
に
奔
走
し
た
青
木
事
務
局
長
時
代
に
会
員

１
０
０
０
名
を
達
成
で
き
た
こ
と
、
外
川
事
務
局

長
の
時
代
に
は
会
員
主
導
の
会
運
動
が
一
段
と
進

ん
だ
こ
と
、
現
在
の
秋
山
事
務
局
長
が
就
任
し
て

か
ら
の
７
年
間
は
労
働
環
境
の
整
備
が
進
み
事
務

局
員
が
定
着
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
振
り
返
り
ま

し
た
。

50
年
を
振
り
返
っ
て
―
新
た
な
時
代
へ

　

勝
又
氏
は
「
時
代
の
変
遷
に
併
せ
て
同
友
会
で

の
学
び
は
変
化
し
て
き
た
。
一
人
ひ
と
り
の
個
性

が
発
揮
さ
れ
る
今
の
社
会
に
お
い
て
、
同
友
会
の

『
人
間
尊
重
経
営
』
が
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て

く
る
」、
遠
藤
氏
は
「
同
友
会
で
何
度
も
報
告
し

て
き
た
が
、
我
々
は
株
主
の
た
め
で
な
く
“
社
員

の
た
め
に
”
経
営
し
て
い
る
。
決
算
書
に
お
い
て

も
『
付
加
価
値
計
算
書
』
を
作
り
利
益
を
社
員
に

還
元
し
て
い
る
。
利
益
優
先
の
時
代
に
地
域
や
社

員
の
た
め
の
経
営
『
21
世
紀
型
企
業
』
を
謳
っ
て

い
る
同
友
会
、
外
部
機
関
か
ら
の
期
待
も
大
き
く
、

こ
の
先
の
明
る
い
50
年
が
み
え
る
」
と
話
し
ま
し

た
。
ま
た
、
井
上
氏
は
「
同
友
会
で
出
会
う
会
員

の
経
験
、
言
葉
は
財
産
で
あ
る
。
そ
れ
が
学
べ
る

の
が
同
友
会
の
魅
力
。
ま
た
近
年
は
支
部
を
超
え

た
実
行
委
員
体
制
で
全
県
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
作
り
上

げ
て
お
り
横
の
つ
な
が
り
も
増
え
た
。
同
友
会
が

さ
ら
に
高
み
に
進
む
た
め
に
、
全
国
大
会
に
参
加

す
る
会
員
を
増
や
し
、
同
友
会
で
学
ん
で
実
践
す

る
企
業
を
増
や
し
て
い
き
た
い
」
と
語
り
ま
し
た
。

左から青山氏、勝又氏、遠藤氏、井上氏

新
理
事
の
抱
負
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三
島
支
部
長

増
田 

隼
人
氏

��（
㈱
集
客
デ
ザ
イ
ン
研
究
所
）

　

今
年
度
の
三
島
支
部
の

総
会
に
お
い
て
、
三
島
支

部
を
よ
り
良
く
し
て
い
く
た
め
の
支
部
方
針
を
発

表
し
ま
し
た
。
そ
の
中
の
戦
略
と
し
て
「
１
‒
２

‒
３
ス
ケ
ー
ル
ア
ッ
プ
大
作
戦
」
と
い
う
も
の
を

打
ち
出
し
ま
し
た
。
三
ヵ
年
計
画
の
初
年
度
で
あ

る
今
年
度
は
、
10
の
会
員
拡
大
、
10
の
他
団
体
と

の
交
流
、
10
の
支
部
と
の
交
流
を
目
標
に
掲
げ
ま

し
た
。
そ
し
て
今
年
度
は
、
東
部
４
支
部
で
合
同

支
部
会
を
企
画
し
て
お
り
ま
す
。
皆
様
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

浜
松
支
部
長

秋
山 

英
正
氏

�

（
浜
松
資
材
㈱
）

　

こ
こ
数
年
で
浜
松
支
部

は
人
数
が
増
え
て
き
て
お

り
、
さ
ら
に
活
発
に
な
っ
て
い
く
と
思
い
ま
す
。

今
後
、
浜
松
支
部
を
さ
ら
に
良
く
し
て
い
く
委
員

会
を
立
ち
上
げ
、
中
小
企
業
振
興
基
本
条
例
な
ど

に
も
触
れ
な
が
ら
、
会
員
を
増
や
し
、
横
の
つ
な

が
り
を
築
い
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
支
部
外

の
活
動
に
も
参
加
し
て
、
会
員
の
皆
さ
ん
が
よ
り

知
識
・
経
験
を
得
ら
れ
る
会
に
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
の
で
、
皆
様
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　

本
年
度
で
８
回
目
と
な
る
東
海
財
務
局
静
岡
財

務
事
務
所
と
の
意
見
交
換
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

静
岡
財
務
事
務
所
か
ら
は
清
水
宏
一
所
長
は
じ
め

６
名
、
同
友
会
か
ら
は
遠
藤
会
長
、
簑
代
表
理
事

を
は
じ
め
８
名
の
総
勢
14
名
が
参
加
。
は
じ
め
に

簑
代
表
理
事
か
ら
「
長
期
化
す
る
原
材
料
費
の
高

騰
、
人
手
不
足
の
深
刻
化
に
加
え
、
本
日
時
点
で

長
期
金
利
１
．０
３
５
％
と
の
報
道
に
も
あ
る
よ

う
に
ゼ
ロ
金
利
を
脱
し
た
と
も
い
わ
れ
、
中
小
企

業
を
取
り
巻
く
環
境
は
厳
し
さ
を
増
し
て
い
る
。

直
近
の
全
国
、
静
岡
の
景
気
動
向
調
査
を
見
て
も

Ｄ
Ｉ
値
は
マ
イ
ナ
ス
を
示
し
て
い
る
。
意
見
交
換

の
中
で
企
業
づ
く
り
の
ヒ
ン
ト
を
見
つ
け
、
活
か

し
て
い
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
続
い
て
清
水
所

長
か
ら
「
財
務
事
務
所
の
使
命
と
し
て
『
地
域
経

済
へ
の
貢
献
』
が
あ
る
。
し
か
し
、
待
っ
て
い
て

も
地
域
の
要
望
や
ニ
ー
ズ
を
と
ら
え
る
こ
と
は
で

き
な
い
。
実
際
に
地

域
の
方
々
と
の
対
話

を
通
じ
て
情
報
を
集

め
る
こ
と
が
重
要
。

中
小
企
業
経
営
者
の

皆
さ
ん
か
ら
忌
憚
な

い
生
の
声
を
い
た
だ

き
た
い
」
と
あ
い
さ

つ
頂
き
ま
し
た
。

　

意
見
交
換
で
は

「
各
社
の
景
況
感
、
賃
上
げ
、
人
材
確
保
、
労
務

費
を
含
め
た
価
格
転
嫁
、
金
融
機
関
と
の
連
携
」

を
テ
ー
マ
に
参
加
会
員
の
近
況
や
取
組
、
課
題
を

報
告
。
静
岡
財
務
事
務
所
か
ら
は
人
材
確
保
や
賃

上
げ
に
関
す
る
県
内
の
状
況
や
取
り
組
み
が
共
有

さ
れ
ま
し
た
。
財
務
事
務
所
か
ら
賃
上
げ
に
関
す

る
質
問
を
受
け
会
員
か
ら
は
、
社
員
の
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
ア
ッ
プ
や
定
着
を
目
的
に
行
っ
た
と
の
意

見
が
多
く
挙
が
り
ま
し
た
。
ま
た
、
金
融
機
関
と

の
連
携
に
つ
い
て
は
、
同
友
会
で
も
学
習
会
を

行
っ
た
「
ロ
ー
カ
ル
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
」
や
「
経
営

デ
ザ
イ
ン
シ
ー
ト
」
の
活
用
推
進
を
金
融
機
関
に

も
求
め
る
声
や
よ
り
長
期
的
な
伴
走
支
援
へ
の
意

見
・
要
望
が
挙
が
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
宇
佐
美
副
代
表
理
事
よ
り
「
地
域
に
根

ざ
し
、
地
域
を
支
え
る
中
小
企
業
家
と
し
て
、
本

日
の
内
容
を
地
域
に
持
ち
帰
り
、
一
人
ひ
と
り
の

会
員
に
伝
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
中
小
企
業
が

活
性
化
し
な
け
れ
ば
地
域
は
疲
弊
す
る
。
資
金
面

は
中
小
企
業
に
と
っ
て
大
き
な
課
題
。
同
友
会
が

中
心
と
な
っ
て
金
融
機
関
と
の
連
携
を
図
っ
て
い

き
た
い
」
と
伝
え
、
清
水
所
長
か
ら
は
「
同
友
会

と
よ
り
関
係
性
を
強
め
な
が
ら
地
域
の
た
め
に
共

に
歩
ん
で
い
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
頂
き
閉
会
し

ま
し
た
。

清水所長

８回目となった静岡財務事務所との意見交換会

簑代表理事

東
海
財
務
局
静
岡
財
務
事
務
所
と
の
意
見
交
換
会

地
域
を
支
え
る
中
小
企
業
の
実
態
、
連
携
の
重
要
性
を
再
確
認

５
月
28
日（
火
）　
同
友
会
会
議
室

◆参加者名簿
� （敬称略・順不同）

静岡財務事務所 氏　　名

所 長 清 水 宏 一

総務課長 川 上 正 人

財務課長 林 　 敬 広

理財課長 倉 地 　 徹

管財課長 鈴 木 博 文

企画係長 棚 瀬 千 湖

　

２
０
２
４
年
度
の
県
理
事

名
簿
は
、
下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

か
ら
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
！
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オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
や
新
会
員
に
む
け
て
同
友
会
を

知
っ
て
頂
く
機
会
と
し
て
、
ま
た
仲
間
と
の
交
流

の
場
と
し
て
毎
月
開
催
し
て
い
る
イ
ン
ト
ロ
セ
ミ

ナ
ー
。
５
月
イ
ン
ト
ロ
セ
ミ
ナ
ー
は
県
青
年
部
が

企
画
、
運
営
を
行
い
、
同
世
代
で
切
磋
琢
磨
で
き

る
青
年
部
活
動
の
魅
力
を
参
加
者
に
伝
え
、
共
に

学
び
あ
い
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
渡
邉
且
真
青
年
部
会
長
よ
り
今
年

度
の
活
動
ス
ロ
ー
ガ
ン
「
同
世
代
と
広
く
繋
が
り
、

高
め
合
お
う
」
の
も
と
、
体
制
を
一
新
し
た
組
織

に
つ
い
て
紹
介
。
新
た
に
設
置
さ
れ
た
「
企
画

班
」
で
は
、
活
動
目

的
を
①
青
年
層
会
員

に
よ
る
学
び
の
場
づ

く
り
、
②
切
磋
琢
磨

す
る
仲
間
づ
く
り
の

拡
大
と
強
化
、
②
自

社
を
成
長
さ
せ
静
岡

同
友
会
を
支
え
る
次

世
代
人
財
の
成
長
、

と
掲
げ
青
年
会
員
が

学
び
あ
い
成
長
で
き

る
場
を
四
半
期
に
一

度
計
画
し
て
い
き
ま

す
。

　

そ
の
後
、「
企
画

班
」
の
東
部
地
区

リ
ー
ダ
ー
の
松
田
翔

太
氏
（
㈱
清
栄
メ
ン

県
青
年
部 

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
座
談
会

～
同
世
代
と
広
く
繋
が
り
、
高
め
合
お
う
～

５
月
イ
ン
ト
ロ
セ
ミ
ナ
ー

５
月
24
日
㈮　
同
友
会
会
議
室
＆
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ

仲
間
と
共
に
本
気
で
自
社・自
身
と
向
き
合
え
る
場
、

「
経
営
指
針
を
創
る
会
」と
は

第
21
期
経
営
指
針
を
創
る
会
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

5
月
21
日
㈫　
静
岡
駅
前
会
議
室
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｋ　
３
０
１

　

県
経
営
労
働
委
員
会
主
催
の
経
営
指
針
を
創
る

会
で
は
約
６
ヶ
月
間
、
全
11
講
か
け
て
自
社
の
存

在
意
義
や
経
営
者
と
し
て
の
在
り
方
、
経
営
へ
の

思
い
な
ど
を
見
つ
め
直
し
経
営
指
針
書
を
作
成
し

ま
す
。
第
21
期
経
営
指
針
を
創
る
会
（
以
下
、
創

る
会
）
の
説
明
会
と
し
て
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

を
開
催
し
、
受
講
希
望
者
・
修
了
生
合
わ
せ
て
45

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

冒
頭
、
中
村
佐
和
子
経
営
労
働
委
員
長
か
ら
創

る
会
の
沿
革
に
つ
い
て
説
明
。
他
県
の
事
例
や
静

岡
同
友
会
の
創
る
会
立
ち
上
げ
の
経
緯
に
触
れ

「
企
業
の
規
模
に
関
わ
ら
ず
、
フ
ラ
ッ
ト
な
関
係
で

意
見
交
換
で
き
る
会
で
あ
り
、
経
営
指
針
の
作
り

方
を
学
ぶ
場
で
は
な
く
、
経
営
指
針
を
創
る
場
で

あ
る
」
と
伝
え
ま
し
た
。
続
い
て
山
本
健
二
創
る

会
会
長
か
ら
「
本
気
で
学
び
た
い
人
が
集
ま
っ
て
い

る
か
ら
安
心
し
て
学
ん
で
ほ
し
い
。
教
え
て
も
ら
う
、

教
え
る
場
で
は
な
く
皆
さ
ん
と
一
緒
に
討
論
す
る
中

で
気
付
き
、
そ
れ
を
自
社
に
持
ち
帰
る
場
で
す
」

と
創
る
会
の
参
加
姿
勢
に
つ
い
て
伝
え
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
修
了
生
の
感
想
で
は
、
福
世
裕
子
氏

（
㈲
福
世
オ
ー
ト
サ
ー
ビ
ス
・
榛
南
支
部
）、
鈴
木

竜
一
氏
（
㈲
ス
ズ
キ
工
房
・
静
岡
支
部
）
が
登
壇
。

創
る
会
に
参
加
し
、
同
期
生
や
修
了
生
と
の
討
論

や
課
題
シ
ー
ト
を
書
き
進
め
て
い
く
う
ち
に
自
身

の
想
い
に
気
づ
き
、
自
社
や
自
分
自
身
と
向
き
合

う
こ
と
が
で
き
た
こ
と
、
ま
た
、
同
期
の
仲
間
が

い
る
こ
と
で
乗
り
越
え
る
こ
と
が
で
き
た
と
話
が

あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
経
営
労
働
委
員
会
担
当
代
表
理
事
で
あ

る
井
上
斉
代
表
か
ら
は
参
加
者
へ
「
修
了
生
も
同

じ
土
俵
の
中
で
学
び
、
互
い
に
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

を
高
め
合
い
な
が
ら
自
社
経
営
を
良
く
し
て
い
っ

て
ほ
し
い
」
と
話
が
あ
り
ま
し
た
。
最
後
に
古
川

徹
氏
（
㈱
フ
ル
カ
ワ
・
榛
南
支
部
）
か
ら
閉
会
挨

拶
で
「
今
日
、
参
加
さ
れ
た
受
講
希
望
の
皆
さ
ん

は
足
元
だ
け
で
な
く
、
社
員
や
お
客
さ
ん
、
地
域

の
こ
と
を
考
え
て
こ
こ
に
来
て
く
れ
た
の
だ
と
思

い
ま
す
。
ぜ
ひ
待
っ
て
い
ま
す
の
で
一
緒
に
頑
張

り
ま
し
ょ
う
！
」
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
り
ま
し
た
。

　

第
21
期
創
る
会
は
16
名
の
受
講
生
の
も
と
、
６

月
15
日
（
土
）
の
第
１
講
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

テ
ナ
ン
ス
）、
中
部
地
区
リ
ー
ダ
ー
の
小
野
寺
敦

嗣
氏
（
富
士
設
計
㈱
）、
西
部
地
区
リ
ー
ダ
ー
の

飯
田
圭
悟
氏
（
㈱
マ
テ
リ
ア
ル
Ｋ
）
の
３
名
か
ら

そ
れ
ぞ
れ
同
友
会
に
入
会
し
た
経
緯
や
こ
れ
ま
で

の
関
わ
り
と
自
社
で
の
実
践
、
青
年
部
活
動
へ
の

想
い
を
参
加
者
に
伝
え
ま
し
た
。
最
後
に
「
企
画

班
」
担
当
す
る
関
那
積
副
部
会
長
か
ら
昨
年
度
開

催
し
た
第
２
回
東
海
合
同
例
会
や
青
年
経
営
者
全

国
交
流
会
と
い
っ
た
県
外
の
経
営
者
と
共
に
学
び

あ
う
魅
力
、
交
流
の
成
果
を
共
有
し
ま
し
た
。

　

報
告
後
の
バ
ズ
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
「
同
友
会
を

通
し
て
ど
の
よ
う
な
学
び
を
得
て
い
き
た
い
で
す

か
？
」
を
テ
ー

マ
に
、
同
友
会

と
の
関
わ
り
、

同
友
会
で
の
学

び
を
ど
の
よ
う

に
実
践
し
て
い

る
か
な
ど
を
意

見
交
換
し
ま
し

た
。

　

次
回
の
イ
ン

ト
ロ
セ
ミ
ナ
ー

は
、
６
月
28
日

（
金
）
19
時
よ

り
開
催
し
ま

す
！
皆
さ
ん
の

ご
参
加
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

小野寺氏 松田氏飯田氏

創る会受講を検討する参加者とスタッフ

30名を超える参加者で熱気溢れる会場

6



6月
15日（土）

第21期経営指針を創る会　第１講
（9：30　レイアップ御幸町ビル）

18日（火） 【中部】役員研修会
（18：30　レイアップ御幸町ビル＆ZOOM）

19日（水） 伊東例会（19：00　ひぐらし会館）
県共同求人委員会（19：00　同友会事務局）
沼津例会（19：00　プラサヴェルデ）
志太例会（18：30　焼津PORTERS）

20日（木） 榛南例会（19：00　榛原文化センター）
中遠・浜松合同例会
（18：30　ワークピア磐田＆ZOOM）

21日（金） 富士・富士宮合同例会
（18：30　富士市交流プラザ）

24日（月） 【西部】役員研修会
（18：30　フリーエース美容学校＆ZOOM）

25日（火） 【東部】役員研修会
（18：30　三島商工会議所＆ZOOM）

27日（木） 県理事会（15：00　同友会事務局＆ZOOM）
28日（金） 第21期経営指針を創る会　第２講

（19：00　調整中（静岡駅周辺会議室））
三島例会（19：00　調整中）

7月
1日（月）

NEXT50フォーラム幹事会⑤
（16：00　同友会事務局＆ZOOM）

4日（木）～
� 5日（金）

中同協第56回全国定時総会in宮城
（13：00　仙台国際センター）

8日（月） NEXT50フォーラム実行委員会⑤
（16：00　ZOOM（予定））

9日（火） 静岡例会
（19：00　ペガサート（予定））

10日（水） 御殿場例会（18：00　時之栖）
11日（木） 正副代表理事会

（15：00　同友会事務局）
浜松例会（19：00　未定）

12日（金） 第21期経営指針を創る会　第３講
（19：00　調整中（静岡駅周辺会議室））
富士宮例会
（19：00　志ほ川バイパス店）

６月16日㈰～７月15日㈪6月・7月

　

５
月
17
日
（
金
） 

に
静
岡
市
に
て
、
県
障
が
い
者
問
題
委
員
会
主
催 

中
部
地

区
関
係
機
関
と
の
交
流
・
意
見
交
換
会
を
開
催
。
会
員
、
特
別
支
援
学
校
教
諭
、

障
が
い
者
就
労
支
援
機
関
ら
併
せ
19
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
意
見
交
換
会
は
毎
年
、

東
部
、
中
部
、
西
部
３
か
所
で
障
が
い
者
を
取
り
巻
く
課
題
や
就
労
の
取
り
組
み

を
共
有
し
、
障
が
い
者
へ
の
理
解
や
就
労
促
進
を
目
指
し
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
静
岡
県
立
静
岡
北
特
別
支
援
学
校
の
望
月
祐
樹
・
進
路
指
導
主
事
か
ら

支
援
学
校
で
の
就
職
ま
で
の
取
り
組
み
や
就
職
後
の
フ
ォ
ロ
ー
に
つ
い
て
報
告
い

た
だ
き
ま
し
た
。
製
造
業
の
省
人
化
が
進
み
、
こ
れ
ま
で
雇
用
の
な
か
っ
た
業
種

へ
の
就
職
が
増
え
て
い
る
こ
と
や
、
就
職
前
に
職
場
実
習
や
面
談
を
繰
り
返
し
行

い
、
学
生
本
人
の
意
向
を
聞
く
こ
と
で
入
社
後
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
減
ら
す
よ
う
努
め

て
い
る
と
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、「
障
が
い
者
雇
用
に
つ
い
て
疑
問
に
思
う
こ
と
な
ど
」
を
テ
ー
マ
に

グ
ル
ー
プ
討
論
を
行
い
ま
し
た
。「
障
が

い
者
を
雇
用
す
る
た
め
に
、
業
務
の
洗
い

出
し
や
受
け
入
れ
る
体
制
を
考
え
て
い
く

必
要
が
あ
る
」、「
合
理
的
配
慮
に
向
け
、

ま
ず
障
が
い
者
の
方
と
知
り
合
う
こ
と
が

大
事
で
あ
る
」
な
ど
の
意
見
が
挙
が
り
、

障
が
い
者
が
働
き
や
す
い
環
境
に
す
る
た

め
に
必
要
な
こ
と
な
ど
を
共
有
で
き
た
意

見
交
換
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

次
回
は
東
部
地
区
で
の
意
見
交
換
会
を

７
月
19
日
（
金
）
に
沼
津
市
民
文
化
セ
ン

タ
ー
に
て
開
催
し
ま
す
。
障
が
い
者
雇
用

を
し
て
い
る
方
に
限
ら
ず
、
障
が
い
者
雇

用
に
興
味
が
あ
る
、
障
が
い
者
の
方
と
関

わ
り
を
持
ち
た
い
方
な
ど
多
く
の
参
加
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

県
障
が
い
者
問
題
委
員
会
主
催 

中
部
地
区
意
見
交
換
会

障
が
い
者
の
就
労
促
進
に
向
け
学
校
・
関
係

機
関
と
意
見
交
換

５
月
17
日(

金)　
同
友
会
事
務
局
会
議
室

《 あなたのスケジュールノートに
� 必要事項をご記入ください 》

静岡県中小企業家同友会 祝50周年記念事業

NEXT50フォーラム～誰ひとり取り残さない～

2024年11月28日(木)ホテルグランヒルズ静岡にて開催！！
今からぜひご予定ください！

障がい者雇用についての疑問や取り組みを意見交換

静
岡
県
中
小
企
業
家
同
友
会

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
マ
ガ
ジ
ン
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